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平成 26年度（第 29回）タカラ・ハーモニストファンド研究助成報告 
 

侵入初期の要注意外来生物タイワンシジミの順応的管理手法による

個体数抑制に関する研究

中川 雅博 滋賀県

１章 プロジェクトの概要

研究の目的

タイワンシジミ は、環境省により「被害に係る知見が不足しており、

引き続き情報の集積に努める」べき要注意外来生物に指定されている。

一般に、この種は、（ ）在来種のマシジミ と交雑して遺伝的に駆逐す

る、（ ）異常繁殖して河床を占拠して他の二枚貝類と競合する、（ ）大量斃死して水質を

悪化させる、など生態系サービスに様々な負の影響を起こしうる。

本種は、 年、滋賀県湖北平野の農業水路に突如として出現した。一般に外来種は侵

入・定着・増加・衰退の順序で個体数を変化させ、その侵入初期ほど管理が容易である。

そこで本研究では、順応的管理手法による本個体群の個体群抑制を実施するとともに、本

種の生態学的な知見蓄積を図る計画とした。

研究内容および方法

本プロジェクトでは、タイワンシジミの生息密度を 個体 ㎡前後に維持することを目

標とする。その理由は以下の つである。① 年でのマシジミの生息密度が同程度であ

ったため、②タイワンシジミの急増減による、他の二枚貝類や水質への影響を避けるため、

③両種は分類上の混乱があり、タイワンシジミの根絶に懸念をもつ有識者もいるため。

本プロジェクトの調査地は、主として滋賀県湖北平野の農業水路である。調査時期と調

査内容等の詳細は後述する。

結果の概要

本研究では、タイワンシジミの密度により、研究デザインを変えられる設計とした。期

間中、個体数密度は、事前に定めた「定常レベル」（下記の囲み）にあったため、シジミ類

の基礎研究に研究の軸を移した。詳細は、以下の各章に記す。

２章 淡水シジミ類の個体数密度

３章 淡水シジミ類の微生息場所

４章 淡水シジミ類の減少要因―アメリカザリガニによる捕食実験

５章 淡水シジミの分布状況と保全上の課題―いわゆるタイワンシジミとマシジミに係わ

る考察

密度レベル：（ ）定常レベル ＜ 個体 ㎡：タイワンシジミとマシジミの比率を確認、タイワンシジミ

の選択捕獲やマシジミの生息域外保全手法の基礎情報を収集、（ ）危険レベル 個体 ㎡：有識者

と協議をしながら、個体数抑制を実施、（ ）警戒レベル ＜個体 ㎡：有識者、地元 、行政等との

連携による個体数管理を実施。早急にダウンレベルさせる。
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２章 淡水シジミ類の個体数密度

北野大輔

要旨

年から 度にわたり、滋賀県長浜市の農業水路において淡水シジミ の

個体数密度調査を実施した。調査では、水路内に設置したコドラート内の淡水シジミ類を収集

し、その個体数を計測した。調査によって、水路全体における淡水シジミ類の個体数密度は

年 月時点の 個体が最も多く、 年以降の調査時には減少傾向にあることがわかっ

た。また、収集した淡水シジミ類の多くは、いわゆるタイワンシジミに多くみられる特徴を示

しており、殻表面が黄色から黄褐色を呈していた。

はじめに

在来種であるマシジミ は、近年絶滅の危険が増大しており、レッドデ

ータにおいて絶滅危惧種Ⅱ類に指定されている（環境省 ）。マシジミが減少している

原因の一つとして、外来種であるタイワンシジミ が同じ場所に生息し

ていることが挙げられる。両種の繁殖特性から、交雑によってマシジミが駆逐されてしま

うことが報告されている（古丸 ）。

よって今回は、 年にタイワンシジミと思われる個体が確認された水路において、生

息する淡水シジミ類の個体数とその割合について明らかにすることを目的に、淡水シジミ

類の個体数密度を調べた。

しかし、マシジミとタイワンシジミを外部形態から詳細に分類することは困難である。

したがって本調査では、マシジミに多くみられる殻表面が黒色から黒褐色の個体を「黒色

シジミ」、タイワンシジミに多くみられる黄色から黄褐色の個体を「黄色シジミ」と分類し

た（図 ）。また本稿では、淡水シジミ類の意は黒色シジミと黄色シジミの両方を指すも

のとする。

調査地と調査方法

調査地は、滋賀県湖北平野にある水田地帯を流れる農業水路である。この水路は姉川水

系に属し、琵琶湖に注ぐ。水路はコンクリートで三面護岸が施されている。幅は

であり、 ごとに水路壁の両面に 四方の杭が設置されている（図 ）。

調査範囲は、この水路の直線 の間とした。この水路には絶滅危惧種を含む貴重な

在来魚が多く生息しているため、乱獲防止対策として詳細な位置情報は公開しない（中川

ほか ）。

淡水シジミ類の個体数密度調査は、 年 月 日、 年 月 日、同年 月

日、 年 月 日の 日間で実施した。

調査では、淡水シジミ類の生息数および生息密度を明らかにするために、コドラート調

査を実施した。水路壁の両面に設置されている杭を四隅としたコドラートを設定し、

× のコドラート内に出現する淡水シジミ類の個体数を調べた。

調査では目視による手づかみもしくはタモ網を用いて、コドラート内の淡水シジミ類を

収集した。このとき、死殻は上流部から流されて移動する場合があるために調査の対象と

せず、生貝のみを対象とした。本調査は、調査日ごとに、水路内の隣接しない つのコド

ラートで実施した。
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各調査日の平均生息数から、淡水シジミ類の ㎡あたりの生息数および水路全体の生息

数を推定した。さらに、 年度の調査では、水路内に生息する淡水シジミ類における黄

色シジミの割合についても調査した。

結果

調査の結果から求められた、淡水シジミ類の推定生息数および黄色シジミ割合について

表 に示す。生息数が最も大きかったのは 年 月の調査時で、 コドラートあた

り平均 ± 個体（平均値±標準誤差）を確認した。よって、この水路 （

㎡）には約 個体が生息していると推定された。

一方で、最も小さかったのは 年 月の調査時で、 コドラートあたり平均 ±

個体が生息し、水路全体の推定生息数はおよそ 個体であった。

黄色シジミ割合を調べたところ、 回の調査における黄色シジミの割合は平均 ±

であった。このことから、生息する淡水シジミ類の多くの個体は、殻表面が黄色か

ら 黄褐色を呈するタイワンシジミの特徴をもつことがわかった。

考察

本調査から水路内の淡水シジミ類の個体数密度が明らかとなり、水路全体での生息数を

推定できた。淡水シジミ類の個体数密度は、 年 月時点が水路全体で 個体と

最も高く、 年の活動時にはその個体数の ～ に減少していた。よって、 年

月以降、淡水シジミ類の個体数密度が低下していることがわかった。

確認された淡水シジミ類について、黄色シジミの割合はおよそ であった。本調査で

確認された黄色シジミの多くがタイワンシジミであると仮定すると、本調査地ではタイワ

ンシジミが優占していることが推察される。また、淡水シジミ類が多く確認された

年の調査時には、非常に高密度で生息していた可能性が示唆された。

タイワンシジミはしばしば ㎡あたり 個体を超える高密度で生息していたり、大量

斃死したりして環境を悪化させることが知られている（西 安木 ）。今後、

本調査地においてもこれらの現象が起こることが懸念される。従って、引き続き調査を実

施し、タイワンシジミとみられる黄色シジミの個体数変動をモニタリングする必要がある。

引用文献

環境省． ．レッドリスト 貝類．環境省生物多様性情報システムホームページ：

（確認 年 月 日）．

古丸明． ．タイワンシジミ～世界中に進出したアジア起源の淡水産二枚貝．日本生態

学会（編）．外来種ハンドブック． ． ．地人書館，東京．

中川雅博・浅香智也・鈴木誉士． ．琵琶湖につながる農業用水路における魚類の季節

的消長―絶滅危惧種スナヤツメの増加に焦点をあてて―．関西自然保護機構会誌 ：

．

西栄二郎． ．多摩川中流域におけるタイワンシジミの分布．神奈川自然誌資料 ：

．

安木新一郎． ．京都府木津川市における淡水性シジミの分布．国際研究論叢: 大阪国

際大学紀要 ： ．
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図 マシジミの特徴をもつ黒色シジミとタイワンシジミの特徴をもつ黄色シジミ

 
図 調査地（丸印）の農業水路とコドラートのイメージ（点線）

表 コドラート調査における淡水シジミ類個体数と推定生息数および黄色シジミ割合
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３章 淡水シジミ類の微生息場所

鈴木誉士

要旨

護岸された農業水路での淡水シジミ類の微生息場所を明らかにするために、農業水路の物

理環境と淡水シジミ類の生息数を比較した。主成分分析とクラスター分析によって農業水路

の物理環境は つの環境タイプに分けることができ、淡水シジミ類は泥～礫の底面環境の環

境タイプに主に生息することが定量的に示された。

はじめに

農業水路における淡水シジミ類の順応的管理手法の構築には、淡水シジミ類の好む生息

環境を把握する必要がある。本章では、農業水路の物理的環境と淡水シジミ類の生息数を

比較することによって、農業水路における淡水シジミ類の微生息場所を明らかにすること

を目的とした。

調査方法

調査は 年 月 日に実施した。調査地は中川ほか（ ）の枡部直下の直線水路

とし、そこにコドラート（ × ）を等間隔にそれぞれ 箇所を設けた。コドラート内

の物理環境の測定項目として、底質、底質の深さ、水深、表面流速をそれぞれ計測・記録

した。底質の深さは水路のコンクリート底面に堆積した底質の厚さとした。底質は、（ ）：

泥、（ ）：砂、（ ）：礫、（ ）：コンクリートの つに分類して記録した。底質の分類の基準

は水野・御勢（ ）を参考にした。

水路内の各コドラートの物理環境特性を把握・分類するために、各コドラートの 項目

（底質、底質の深さ、水深、表面流速）のデータ（底質は順位変数に変換）をもとに主成

分分析とクラスター分析を行った。主成分分析で得られた各コドラートの主成分スコアを

用いてウォード法によるクラスター分析を行い、各コドラートのグループ分けを行った。

シジミ類の好む環境特性を把握するために、グループ分けされた環境タイプに対する各

種の選好性を （ ）の選択指数を用いて評価した。

＝（ ） （ ）

ここで は種 の環境タイプ への選択度、 は が利用したコドラートのうち の

占める割合、 は全コドラートにおける の占める割合である。

結果

主成分分析の結果、第 主成分までで の寄与率を示した（表 ）。第 主成分は、

底質、底質深さ、水深が大きく寄与し、第 主成分は表面流速が大きく寄与していた。図

に各コドラートの第 および第 主成分スコアをプロットした散布図を示す。第 主

成分は、底質に正、底質深さと水深にそれぞれ強い負のベクトルを示したことから、散布

図横軸の正の位置のプロットは底質が荒く、底質深さと水深の浅い傾向があることを意味

する（負の位置のプロットはその逆）。第 主成分は、表面流速に強い正のベクトルを示し

たことから、縦軸の正の位置のプロットは表面流速が速い傾向を意味する（負の位置のプ

ロットはその逆）。第 および第 主成分スコアに基づくクラスター分析によって各コドラ

ートを分類したところ、コドラートの物理環境は タイプ（ － ）で、大きくコンクリー
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ト底面のタイプ（ と ）と堆積物のあるタイプ（ と ）に分けることができた（図 、

表 ）。水路内ではコンクリート底面のタイプが下流付近に、堆積物のあるタイプが主に

上流部分に多く分布していた（図 ）。

淡水シジミ類は、環境タイプ 、 および で多くの個体数が得られ、各環境タイプへの

選択指数は環境タイプ が最も高い値を示した（表 ）。

考察

農業水路の物理環境は、 つの環境タイプに分けることができた。水路内の各環境タイ

プの分布は堆積物（泥～礫）のある環境タイプが枡部直下の上流部分に、コンクリート底

面の環境タイプはその下流に多く分布する傾向がみられた。枡部は水路部分よりも

程度掘り下げられており、常に泥～礫が堆積していることから（例えば中川ほか ）、

水路上流部分の底面環境は枡部から流出した堆積物をもとに形成されていると推察される。

淡水シジミ類はコンクリート底面と堆積物のある底面の両方の環境タイプで確認され

たが、選択指数でみると堆積物のある環境タイプが高い値を示していた。この結果は護岸

された農業水路での淡水シジミ類の生息には泥～礫の底面環境の存在が重要であることを

示唆する。そして、その底面環境の形成には枡部の存在が関与していると推察されること

から、護岸された農業水路での淡水シジミ類の生息には、枡部のような堆積物を供給でき

る構造の存在が重要と考えられる。

引用文献

． ． ：

． ： − ．

水野信彦・御勢久右衛門． ．河川の生態学．築地書館，東京．

中川雅博・浅香智也・鈴木誉士． ．琵琶湖につながる農業用水路における魚類の季節

的消長―絶滅危惧種スナヤツメの増加に焦点をあてて―．関西自然保護機構会誌 ：

．
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負荷量 固有ベクトル 負荷量 固有ベクトル

底質

底質深さ

水深

表面流速

カッコ内の数値は寄与率を示す．

第1主成分（53%） 第2主成分（30%）
項目

表3-1　第1および第2主成分の主成分負荷量および固有ベクトル

底質 底質深さ（cm） 水深（cm） 流速（m/s）

コンクリート 29±0.30 0.83±0.11

コンクリート 1.0±0.073

泥～砂 0.92±0.20 31±0.63 0.91±0.068

砂～礫 0.94±0.18 29±0.46 0.84±0.092

表3-2　各環境タイプの物理的環境特性と環境タイプ別シジミ類の個体数（選択指数）

淡水シジミ類の個体数
 (選択指数)

環境タイプ
物理的環境
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４章 淡水シジミ類の減少要因 ―アメリカザリガニによる捕食実験

浅香智也

要旨

年 月 日から 月 日に、減少傾向が著しい淡水シジミ ．の減少

要因を絞り込むことを目的に、アメリカザリガニ における淡水シジミ

の捕食圧を水槽実験で行った。その結果、約 以下と小さい淡水シジミは、アメリカザリ

ガニに顕著に捕食されることが分った。

はじめに

淡水シジミのマシジミ は、レッドデータ（環境省， ）で絶滅の危

険が増大しているため、絶滅危惧Ⅱ類に指定されている。アメリカザリガニが生息する場

所では、水生小動物の直接的な被害や、それによる他生物の間接的な被害が生じている（伴，

）。そこで、今回は減少傾向が著しい淡水シジミの減少要因を絞り込むことを目的に、

アメリカザリガニにおける淡水シジミへの捕食圧の影響を調べた。

また、ここでいう淡水シジミとは、マシジミとタイワンシジミ の

種を分けずに使用したものである。その理由として、この 種は、外部形態から詳細に見

分けることができないためである。

調査方法

実験は、 年 月 日から 月 日の間に屋内で行った。実験に使用した道具は、

ガラス水槽（ × × ）に投げ込み式のろ過槽を入れたものである。この中に

水を半分入れ、実験を行った。実験については基本的に 本の水槽で同時に行い、これを

回とした。 回の実験期間は、 日間であった。また、各捕食実験に使用する淡水シジミ

については 個体を セットとし、同時に行うため セット用意した。この セットは、

捕食実験の条件を統一するために、殻長を測定し全ての水槽で使用する淡水シジミの大き

さを合わせた。また、この実験では淡水シジミの殻長を 単位で測り、「成貝」を殻

長 以上、「幼貝」を殻長 以下と定義した。実験で使用した淡水シジミやアメ

リカザリガニは、 回の実験のみ使用し、他とは重複させていない。水温は、朝または夕

方に確認した。実験内容は、実験 ～ の項目で行った。実験 ～ では、淡水シジミとア

メリカザリガニは、愛知県新城市豊川水系の同産地のものを使用した。また、実験 では、

淡水シジミは宮崎県東臼杵郡五十鈴川水系産と、アメリカザリガニは滋賀県長浜市琵琶湖

水系産で異なった産地のものを使用した。

実験 では、淡水シジミの「成貝」への、アメリカザリガニの捕食圧について知見を得

るため、砂を敷かない水槽で行った。この実験は、 回行った。 回目は、淡水シジミ（殻

長 ～ ） 個体と、アメリカザリガニ（体長 ～ ） 個体を収容したもので

あった。実験期間は、 月 日から 月 日までの間であった。水温は、 ℃であった。

回目は、淡水シジミ（殻長 ～ ） 個体と、アメリカザリガニ（体長 ～ ）

個体を収容したものであった。実験期間は、 月 日から 月 日までの間であった。

水温は、 ℃であった。

実験 では、淡水シジミの「幼貝」への、アメリカザリガニの捕食圧について知見を得

るため、砂を敷かない水槽で行った。この実験は 回行ったが、 回目は試験実験のため
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水槽 本で行った。 回目は、淡水シジミ（殻長 ～ ） 個体と、アメリカザリガニ（体

長 ） 個体を収容したものであった。実験期間は、 月 日から 月 日までの間

であった。水温は、 ～ ℃であった。 回目は、淡水シジミ（殻長 ～ ） 個体と、

アメリカザリガニ（体長 ～ ） 個体を収容したものであった。実験期間は、

月 日から 月 日までの間であった。水温は、 ～ ℃であった。

実験 では、屋外環境を想定して、淡水シジミ「幼貝」への、アメリカザリガニの捕食

圧について知見を得るため、砂を 敷いた水槽に、淡水シジミ（殻長 ～ ） 個体と、

アメリカザリガニ（体長 ～ ） 個体を収容した。実験期間は、 月 日から

月 日までの間であった。水温は、 ～ ℃であった。

実験 では、アメリカザリガニが移植された場合を想定して、被食者（淡水シジミ）と

捕食者（アメリカザリガニ）の産地違いで、砂を敷かない水槽で行った。淡水シジミ「成

貝」（殻長 ～ ） 個体と「幼貝」（殻長 ～ ）を合わせて 個体と、アメリカザ

リガニ（体長 ～ ） 個体で行った。実験期間は、 月 日から 月 日ま

での間であった。水温は、 ～ ℃であった。

結果

実験 ～ を行った結果、アメリカザリガニによる淡水シジミへの捕食圧は、淡水シジミ

の「幼貝」に顕著にあらわれた。また、アメリカザリガニの雌雄には関係性がなく、雌雄

ともに捕食していた。実験は 日間行われたが、「幼貝」は 日目から捕食されていたもの

が多かった。アメリカザリガニの捕食の仕方は、殻ごとくわえアゴで砕き、殻ごと淡水シ

ジミを捕食していたことが多かった。また、アメリカザリガニが大きくなるほど、大きな

淡水シジミを捕食していた。各実験状況（表 ）は、次のとおりであった。

実験 （砂無し）では、淡水シジミの「成貝」におけるアメリカザリガニの捕食は確認

されなかった。

実験 （砂無し）では、淡水シジミの「幼貝」におけるアメリカザリガニの捕食圧は、

高かった。捕食された淡水シジミは、アメリカザリガニ 個体あたり ～ 個体（平均

個体）であった。

実験 （砂有り）では、淡水シジミの「幼貝」におけるアメリカザリガニの捕食圧は、

砂のない水槽に比べて、捕食圧は低かった。捕食された淡水シジミは、アメリカザリガニ

個体あたり ～ 個体（平均 個体）であった。

実験 （砂無し）では、淡水シジミの「成貝」におけるアメリカザリガニの捕食圧は低

く、淡水シジミ「幼貝」では高かった。淡水シジミにおけるアメリカザリガニ 個体あり

～ 個体（平均 個体）捕食された。捕食された淡水シジミは、ほとんどが「幼貝」であ

るが、 個体のみは「成貝」であった。また、捕食者と被食者の産地が違っていても、関

係性がなかった。

考察

今回の実験から、アメリカザリガニは、淡水シジミの減少要因になりうることが考えら

れる。特に、淡水シジミの「幼貝」に対しては、捕食圧が顕著にあらわれた。このため、

アメリカザリガニが生息および移殖された場合は、数年後に淡水シジミが急激に減少する

恐れがある。また、アメリカザリガニによる捕食圧は、砂の有無で大きく異なり、砂を敷
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かない条件では、特に大きくなった。このため、出水により底砂が流されやすい三面コン

クリート護岸水路では、淡水シジミの幼貝が、アメリカザリガニの捕食を受けやすいもの

と推察される。

引用文献

伴浩治． ．アメリカザリガニ．日本生態学会（編）．外来種ハンドブック． ．地

人書館，東京．

環境省． ．レッドリスト 貝類．環境省生物多様性情報システムホームページ：

（確認 年 月 日）．

表 ．アメリカザリガニによる淡水シジミの捕食

※淡水シジミの殻長欄の塗潰しは、アメリカザリガニに捕食された淡水シジミを示す。 

番号 回数 体長（㎜） 雌雄

♂

♂

♂

♂

♂

♀

♂

♂

♂

♀

♀

♀

♀

♂

♂

♂

♀

♀

♀

♂

♂

♀

♀

♀

♀

♂

♀

♂

♀

♂

♂

アメリカザリガニ実験
水槽

淡水シジミ

殻長（㎜）
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５章 淡水シジミの分布状況と保全上の課題―いわゆるタイワンシジミとマシジミに係わる考察

山口正士

中国の河川や湖に生息する、タイワンシジミ が、はじめて日本に出現した

とされたのは 年代半ば、岡山県倉敷市の水路であった（増田と波部 ）。その後、この

「外来種」は日本各地で、そして琵琶湖周辺では流入河川と湖内で広く認められた 石橋と古丸

。

外来種のタイワンシジミと在来種であるマシジミ との間には形態的な差異が

ほとんど見られない。それにもかかわらず貝殻の色彩の違いを根拠に「種」が識別されてきた。

同じシジミ科のヤマトシジミ 、そして琵琶湖の固有種セタシジ の

貝殻には色彩の個体変異が明瞭に見られる。つまり、マシジミとタイワンシジミが色の違いだけ

で別種とみなされてきたことには疑念がもたれる。

内外の複数の研究グループが、色彩が異なる「タイワンシジミ」と「マシジミ」を分子集団遺伝解

析で識別を試みた。いくつかのミトコンドリアの部分領域が調べられたが、色彩を基準にした分類

と遺伝型とは対応しなかった（ ほか ほか 山田ほか ）。

つまり、殻の色彩では淡水産のシジミについて「種の分類」はできない。したがって、いわゆるタイ

ワンシジミが「外来種」であるかどうか、決着がついていないが、環境省の「要注意外来生物」に

指定されている。

年に琵琶湖東岸の姉川、愛知川、野洲川の流域で農業用水路に生息している淡水産シ

ジミ集団を調べた。その結果、同じ集団内で複数の色彩・模様の殻を持つ個体が共存するものと、

マシジミ型だけからなるものとがモザイク的に見つかった。

その中で特筆されるのは、愛知川水系の水路で、殻の内面に色素が沈着しない、白いシジミで

ある（図 の写真 ）。このようなシジミは日本の淡水貝類図鑑に記載がない。

図 ．愛知川水系の水路で採集された淡水

シジミの色彩型

Ａ： マシジミ型

Ｂ： カネツケ型

Ｃ： 今回発見された白い淡水シジミ

上の列： 殻の内面、下の列：殻の外表面

 外表面は硬タンパクでできたベージュ色

の殻皮で覆われている。

 マシジミ型の外側の黄緑色は、内面の濃

い紫色の層で反射され、石灰層を透過し

て干渉が起こった結果の色。
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図 ．琵琶湖東岸の淡水シジミ集団における色彩型の頻度分布とその時間的な

変化および空間的な変異
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貝殻の色は、殻となる石灰質の結晶が成長する時、様々な色素（カロチノイド、ビリベルディン

など）が一緒に沈着することによる。色素の沈着は、遺伝的に決まっている場合が多いが、色素

の生産と沈着の物理化学の経路があっても働かない場合もある。たとえば、オレンジや紫色の

多彩な貝殻をもち、稀に白い殻が（おそらく突然変異で）現れる二枚貝のヒオウギなどがある。

淡水シジミの異なる「色彩型」は色素が沈着しない欠損型であろう。それには、水中の汚染物質

（変異源）が作用して色素の沈着が阻害されていることもあるかもしれない。特に農業用の排水

路や市街地を流れている、より汚れた水路で「カネツケ型」が高い頻度で見られる。

淡水シジミは雄性単為生殖でクローンを作って増える。もしも親と異なる色彩型が集団内で生

まれたら、それが集団の中で急速に増える可能性がある。そのため、殻色の異なる「外来種」が

現れて、在来種に取って代わるように見えるのかもしれない。

中国本土の集団と、アメリカ、ヨーロッパに移入した淡水シジミの集団遺伝地理のデータが最近

発表され、ミトコンドリアの系譜がわかってきた ほか ほか 。

世紀後半から世界中で分布拡大を続けている淡水シジミは、おそらく揚子江流域から北アメ

リカにわたり、その後南米とヨーロッパに広がっている。クローン集団として、それらのミトコンドリ

ア遺伝子ＣＯＩ領域は単調で（北アメリカには と の二つだけ）多様性は見られない。

東アジアの淡水シジミは、中国と日本で分子遺伝的多様性が高いが、韓国と台湾ではきわめ

て低い。中国で優勢である二つのＣＯＩハプロタイプの片方だけがそれぞれに見られ、お互いに共

通のハプロタイプが見つかっていない（図 ）。

図 ．東アジアにおける淡水シジミ集団におけるミトコンドリア ハプロタイプの地理分布

中国の淡水シジミ集団内で優勢な遺伝型二つ（ １と ）は日本国内にも存在する。これら

はおそらく古い時代に移入していて、（長い年月を経て、塩基置換を重ねて）それらを祖先とした

日本固有の数多くのミトコンドリアの遺伝子型が地域ごとに派生しているようにも考えられる。な

ぜなら、これらの優勢な二つ以外の型は国内の異なる水域間で共有されていない。
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近年日本国内で「外来種」とされた淡水シジミの中には、中国などから新たに移入してきたもの

があるかもしれないが、現在まで得られているデータでそれは確認できない。中国と日本で共通

の遺伝型が再移入したものについては、複数の遺伝マーカー、あるいはマイクロサテライト解析

でより詳細に識別しなければならない。

淡水シジミの新たな外来集団が日本に存在するかどうか、そしてその広がりを確認するために

は、広範囲な集団遺伝解析を行って、国内のハプロネットワークを明らかにする必要がある。

覚書：学名と和名の表記について

淡水シジミとして最初に記載されたのは で、その和名はタイワンシジミと

されている。そして和名マシジミのラテン名は であるが、この学名が記載された

のは年代が後になる。もしこれら両方の「種」が同種とされた場合、先に記載された学名が残さ

れ、マシジミの学名は無効名とする命名規約がある。

タイワンシジミを両者共通の和名とするのは違和感があるので、和名として江戸時代に使われ

た「カワシジミ」（目八譜）を採用したい。 という種小名は「川」のラテン語であるから、学

名と和名がうまく一致する。

引用文献

石橋亮・古丸明． ．琵琶湖淀川水系、大和川水系におけるタイワンシジミの出現状況

日本貝類学界誌 ： ．

増田修・波部忠重． ．岡山県倉敷に住み着いたカネツケシジミ ちりぼたん ： ．

水戸鼓・荒西太士． ．高梁川水系における シジミの分子分類解析、陸水學雜誌

： ．

山田充哉・石橋亮・河村功一・古丸明 ． ．ミトコンドリア のチトクローム 塩基配列およ

び形態から見た日本に分布するマシジミ，タイワンシジミの類縁関係．日本水産學會誌 ：

．

–
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総括と今後の展開

牧野暁世

本研究は、 年秋に滋賀県長浜市の農業用水路に出現した、要注意外来生物タイワ

ンシジミを管理し、未然に被害を食い止めようとした実践的研究である（第 章）。

年からのプロジェクト期間、このシジミ類の個体群密度は高くならなかったため

（第 章）、今後の個体群管理に役立てることを目的に、シジミ類が好む物理環境につい

て、底質等の視点で調査・分析した（第 章）。

また、水槽実験の結果から、底泥が少ない環境では、小型のシジミ類に対するアメリ

カザリガニの捕食圧が高まることを示し、在来のシジミ類の減少の一因を明らかにした

（第 章）。加えて、従来、主に殻の色を識別点として、タイワンシジミと在来のシジミ

類を同定していたことに、疑義を唱え、今後の研究課題を示した（第 章）。

目下、淡水シジミの殻色の測定法確立・指標化に取り組んでおり、 年度も、この

チームで淡水シジミに係わる諸課題の解決に取り組む。
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